
第 3 章「人間の尊厳 human dignity」と autonomy 

―自律・自己決定、そして自己決定権の誤謬― 

 

昨年 11 月 Lancet にナチズムとホロコーストに関する Lancet 委員会の報告書が掲載されました。

それはイスラエルとハマスの戦いに端を発していましたが、その内容は現在の世界のカオス

(chaos)に対する私たち医療者の基本的な考え方を問うものでした。それは過去 50 年のエピステ

ーメ（一時代の文化全体の基底にある認識の系あるいは根底的な「知」）であった Quality of Life

概念を越える Human Dignity（人間の尊厳）概念を示唆し、私たちの主張を支持するものと思わ

れます。 

 

 Human dignity and Autonomy 

The fallacy of Autonomy・Self -determination, and Right to self-determination - 

 

１、「それら（自律・自己決定、自己決定権）」の概観 

第１章と第２章でカントによる「人間の尊厳」概念は、autonomy（自律）がその要諦である

と記したが、それは個人の自由とそれを律することに対する無条件の尊重と、自己自身に対す

る義務はただちに他者に対する義務を負う相即不離の思想の意味である 1）2）。そして、カント

の autonomy の定義を要約すれば、１、他者からの干渉を排し自らの決定を下す権利としての

autonomy。２、自らの心の独立性を通し熟考の上に決断をする能力としての autonomy。３、

自立して理想的な生活するための autonomy の３相から成り、これらは人間の尊厳を担保する

道徳的な権利 Moral rights（人格権）であるとした 3）。 

Autonomy は、古代ギリシア語から派生し、語源は auto（自分）と nomos(法)に由来する。原

義は姉妹語であるラテン語の autonomos（自分の法で生きる）である。英語で表現すると” one 

who gives oneself one’s own Law”（自分で自分に自身の法を与える者）となる。 

Autonomy は、欧米の現代社会の構成原理として、人間の在り方の基本原理として広く位置付

けられているが、懐疑される語でもある。そして autonomy と self-determination(自己決定)

はしばしば対として、あるいは同義語として使用されている。それらは政治・社会学、法学・

医学、哲学・心理学、宗教などの多岐にわたる分野で、カント(Immanuel Kant 1724~1084)に

よる autonomy・self-determination 概念は、ニーチェ(Friedrick W. Nietzsche1844~1900)、ロ

ールズ(John B.Rawls1921~2002),ハーバーマス(Jurgen Habermas1929~)などを経て現在も広



く議論が展開されている。 

Self-dtermination という言葉は、第二次世界大戦後の非植民地化を唱導する right of people to 

self-determination（民族自決権）の意味で使用され ていた。当時の国連憲章は、self-

determination という言葉に２つの意味、一つは国家は政治的、経済的、社会的、文化的制度

を自由に選択する権利、一つは国民が国家を構成する権利、または既存の国家との関係を自由

に決定する権利、と定義している。現在でもヨーロッパのカタルーニャ、イタリア、スコット

ランドの自治権の拡大を求める運動の際に autonmy と共に self-determination の言葉が使用

されている 4）。 

Autonomy と self-determination の言葉は社会の中で自らの存在と決定を認められて来なかっ

た人々の権利を主張する隠喩とも言える。 

医学・医療の上でも autonomy と selif-determination は 20 世紀後半の Qualty of Life 概念に

派生して医師主導のパターナリズムに抗する言葉として多用されてきた。この間の多くの宣

言、学際的研究を経て、autonomy は基本的な倫理原則（医療倫理、生命倫理、研究倫理）の

第一義となっている。  Tom L. Beauchamp & Jammes F. Childress による Principles of 

Biomedical Ethics 1979 の respect for a patient’s personal  autonomy（患者の自主尊重原則）

5）、 1991 年米国で制定された The Patient Self-Dtermination Act（患者自己決定法）6）などが

良く知られている。 

２、「それら」の誤謬 7) 

Autonomy の日本語訳は、一般的に「自律」が用いられているが、日本の医学・医療の上では、

その内容を鑑みれば、カント的概念の「自主」（上記の定義１）が適切と思われる３）５）。そし

て self-determination（自己決定）と right of self-determination（自己決定権）の言葉には大

きな違いがある。自己決定とは、生きる事の局面で人間が絶えず行なっている個々の判断、選

択、行為そのものであり、自己決定権とは、自己決定した事を社会や国家がそれを個人の権利

として認める事である。自己決定は、発達段階の自己を認識する過程を含め他者との関わりの

中で行われ、本質的に純粋な自己決定はあり得ない。一方自己決定権は、普遍的と想定されて

いる抽象的な規範であり、個々はその運用に任され社会の多様な価値観や人間関係が切り捨

てられる危うさを孕んでいる。 

人間の尊厳と autonomy に関する欧米の多元性もある意味で誤謬と言えよう。 

生命倫理の上でのそれは顕著である。アメリカでは人間の尊厳を等閑視し autonomy の原則を

第一義とする傾向にあり、ヨーロッパ的なそれと一線を画している。ヨーロッパ圏では人間の



尊厳に対しては極めて歓迎的である一方で、その承認をめぐる不均一さが存続している。ゲル

マン系の国々、ドイツ、オーストリアなどは、尊厳はその全ての状態における人間存在（胚や

胎児でも）が有する内在的で普遍的な価値であるとし、さらにはそれを動物達にも拡大しよう

としている。ベルギーは「生命倫理の多様性とその多文化的な地平を主張する国」としてヨー

ロッパ全体の縮図と言われている。ベルギーは長い議論の歴史を経て人間の尊厳よりも

autonomy を原理とする傾向にある。その主張は生命倫理の基本的価値は、まずは個人の自由

である。それを演繹しての“人間存在の尊厳”が真の価値であり、何が自らの尊厳に属するかを

決定するのは各々の個人である、つまり autonomy としている。第１回がん緩和ケアに関する

国際会議で安楽死問題についての講演をしたベルギーの Prof. Luc Deliens は、2026 年の第５

回会議でも安楽死問題の講演の予定である。反対に、フランスは、人間の尊厳を生命倫理と生

命法の中心に位置づけ、これを autonomy とのカント的一致を要請している。イギリスはアメ

リカ的な生命倫理を踏襲し autonomy を主とし、人間の尊厳概念は法的思考に直接には言及し

ていない。 

大部分の国々は人間の尊厳を内在的価値と解釈しているが、それを autonomy と言う用語で見

ている少数派も存在する。二つの立場の違いは例えば安楽死に関する問いをめぐって常に大

きな議論となっている 8）。 

３、「それら」の今後 

「それら」を包含した「人間の尊厳」概念は現在の世界の変動に対し僥倖となる可能性を秘め

ている 9）。それはまさしく冒頭で述べた「個人の自由とそれを律することに対する無条件の尊

重と、自己自身に対する義務はただちに他者に対する義務を負う」相即不離の思想に人類の未

来を託す事を意味している。 
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